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被
災
地
へ
支
援
物
資

　
　
広
島
土
砂
災
害
受
け
総
社
市
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

局
地
的
な
豪
雨
に
伴
う
地
支
援
条
例
］
に
基
づ
く
べ
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

土
砂
や
崖
崩
れ
に
よ
っ
初
の
支
援
活
動
。
　
　
　
５
人
は
［
物
資
を
確
実
に

て
、
広
島
市
安
佐
南
、
安
。
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
Ａ
］
渡
し
た
い
」
　
「
現
場
で
必

佐
北
画
区
で
多
く
の
死
Ｍ
Ｄ
Ａ
職
員
の
山
鯛
梨
枝
要
と
さ
れ
て
い
る
支
援
を

者
・
行
方
不
明
者
が
出
た
看
護
師
（
3
2
）
と
三
宅
伸
明
把
握
し
た
い
」
な
ど
と
話

災
害
を
受
け
、
総
社
市
と
　
・
市
総
務
課
長
補
佐
ら
市
　
っ
た
。

国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
・
職
員
４
人
。
こ
の
日
の
出
　
そ
の
後
、
５
人
は
、
ぺ

Ｄ
Ａ
」
　
（
本
部
・
北
区
ブ
発
式
で
、
片
岡
聡
一
市
長
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
お
茶
と

は
共
同
で
、
支
援
物
資
を
’
は
二
人
で
も
多
く
の
方
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を

被
災
地
へ
送
り
出
し
た
。
を
救
い
た
い
」
と
話
し
、
各
１
２
０
０
本
、
カ
ッ

同
市
が
昨
年
1
2
月
に
施
行

し
た
夭
規
模
災
害
被
災

難
波
妙
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
理
事
は
ブ
麺
６
８
８
個
、
栄
養
ド

　
「
少
し
で
も
手
を
差
し
伸
リ
ン
ク
２
０
０
本
を
積
．

ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
と
、
市
所

ト
ラ
ッ
ク
に
支
援
物
資
を
積
み
込
む
総
社
市
職
員
と

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
　
　
　
＝
総
社
市
役
所
で

有
の
ミ
ニ
バ
ン
の
計
２

台
に
分
乗
し
、
午
前
９
時

過
ぎ
に
同
市
役
所
を
出
発

。
し
た
。

　
　
市
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ク
ル
ー

プ
が
２
０
０
９
年
に
結
ん
・

だ
「
多
文
化
共
生
に
関
す

る
協
定
」
に
基
づ
い
て
凸

同
で
取
り
組
む
支
援
。
同

条
例
で
予
算
化
さ
れ
た
支

・
援
対
策
費
用
で
物
資
を
調

達
し
た
。
運
ん
だ
物
資
は
、

の
山
口
、
島
根
両
県
の
豪

雨
災
害
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
支
援
活
動
経
験
に
基
づ

い
て
決
め
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
【
小
林
一
彦
】

東
日
本
太
腹
災
や
、
昨
夏

　
　
　
　
　
　
－
　
－
－
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